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1. 目的 

凍結細胞チューブ運搬に使用する凍結保存試料搬送用容器（以下ドライシッパー）の準

備に関する手順を記す。  

 

2. 適応範囲 
大阪大学内及び他施設から大阪大学医学部眼科学教室への凍結細胞を搬送する全ての工

程に適応する。 

  

3. 責任体制 
本手順書は iPS ストック事業分担者が作成し、責任者が承認する。 
大阪大学内及び他施設から大阪大学医学部眼科学教室への凍結細胞の受取とクライオラ

イブラリー内へ入庫及び出庫作業は、クライオライブラリーに関する十分な知識及び技

術を有する研究者が担当する。 

  

4. 遵守事項 

クライオライブラリー取扱説明書（ダイジェスト版） 

 

5. 作業手順 

5-1 サンプル受入前登録 

5-1-1 サンプル送付を希望する施設の担当者にエントリーシートを E メールで送付する。

（添付 1） 

5-1-2 返信された記入済のエントリーシートをもとに、仮登録を行う。 

5-1-3 仮登録は、大阪大学で作成した登録記録に情報を入力する。 

 

5-2 凍結チューブの送付 

5-2-1 エントリーシートで指定された必要本数の凍結チューブを郵送する。 

5-2-2 郵送した日付は、登録記録に入力する。 

 

※ドライアイス梱包にてサンプルが輸送される場合は、以下 5-3～5-5 の作業は不要。 

5-3 凍結保存試料搬送容器 

5-3-1 エントリーシートで指定された相手先のサンプル輸送日に合わせて搬送容器を準

備する。 

5-3-2 準備開始は火曜日のみとする。 

5-3-3 大陽日酸株式会社が販売する CXR シリーズ（米国 Taylor-Wharton 社製）

CXR100 を使用する。 
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5-4 ドライシッパーの事前準備（本作業は共同研究棟 1 階クライオライブラリー室で行う

こととする。作業中は換気に十分注意し、作業は 2 人で行うこと） 

5-4-1 液体窒素充填 （1 日前）；火曜日 

5-4-1.1 充填前にドライシッパーの空重量を測定する。(キャニスターも容器内へ入れ

ておく) 

5-4-1.2 容器内部のネックチューブ下端まで液体窒素を充填する。 

5-4-1.3 ネックチューブコアを装着し、30 分間放置する。 

5-4-1.4 ネックチューブコアを外し、容器内部の吸着材に液体窒素がすべて吸着されて

いることを確認し、ネックチューブコア下端まで液体窒素を充填する。 

5-4-1.5 ネックチューブコアを装着し、1 時間放置する。 

5-4-1.6 ネックチューブコアを外し、容器内部の吸着材に液体窒素がすべて吸着されて

いることを確認し、ネックチューブコア下端まで液体窒素を充填する。 

5-4-1.7 ネックチューブコアを装着し、5 時間放置する。 

5-4-1.8 ネックチューブコアを外し、吸着して減量した分の液体窒素をネックチューブ

コア下端まで充填し、ネックチューブコアを装着して 24 時間放置する。 

 

5-4-2 ドライシッパー準備（2 日目）；水曜日 

5-4-2.1 ネックチューブコアを外し、容器の底に残っている液体窒素を廃棄する。 

5-4-2.2 容器を台秤に乗せ、重量を測定する。空容器の重量に対して、約 3.0kg 増加し

ていることを確認して、充填完了とする。 

5-4-2.3 クライオスリーブを装着したケーンをドライシッパー内に設置する。 

 

5-5 ドライシッパーの輸送準備 

5-5-1 大阪大学施設内での凍結細胞輸送 

5-5-1.1 大阪大学の各部署の細胞保存の担当者と連絡をとり、入庫の日程を調整する。 

5-5-1.2 日程調整後、その日に合わせてドライシッパーを準備する。 

5-5-1.3 保存日または前日に、ドライシッパーを各部署の細胞保存の担当者まで持って

いく。 

 

5-5-2 他施設（大阪大学の外部）での凍結細胞輸送 

5-5-2.1 輸送はクロネコヤマト便で、着払いにて行うこととする。 

（全国の発送日程；添付 3） 

5-5-2.2 クロネコヤマトからの集荷は水曜日 17 時とする。 

5-5-2.3 輸送する日の 15 時までにクロネコヤマトに集荷の電話をする。 

5-5-2.4 ドライシッパーに南京錠をつけ、容器を専用のハードケースに入れる。 
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5-5-2.5 輸送前チェックシートを同封し（添付 2）、 しっかりとフック錠をかける。フ

ック錠のタブにはテープを貼り付け、輸送途中でタブがあがらないようにする。 

5-5-2.6 集荷用（着払い）用紙に必要事項を記入する。 

5-5-2.7 集荷は、眼科研究室（臨床研究棟 4 階）とする。 

 

5-6  クライオライブラリーへの凍結細胞の輸送 

5-6-1 大阪大学施設内の部署からクライオライブラリーまでの凍結細胞輸送 

5-6-1.1 凍結細胞の輸送は、大阪大学が準備し事前に輸送したドライシッパーを用い   

て行う。        

5-6-1.2 輸送の際にチェックシートを記入の上、ドライシッパーを収める専用のハー 

ドケース内に同封してもらう。 

5-6-1.3 大阪大学内の部署の担当者とクライオライブラリー担当者と受取の日時を事    

前に連絡をして取り決める。 

5-6-1.4  指定の日時に、クライオライブラリー部屋（共同研究棟 L 階）にドライシッ   

パーを持ち込む。 

 

5-6-2 他施設から大阪大学への凍結細胞の輸送（ドライシッパー使用の場合） 

5-6-2.1 他施設からの輸送は月曜日か火曜日か水曜日の 3 日に限定して行う。 

5-6-2.2 凍結細胞の輸送は、大阪大学が準備し事前に輸送したドライシッパーを用いて

行う。 

5-6-2.3 輸送の際にチェックシートを記入の上、ドライシッパーを収める専用のハード

ケース内に同封してもらう。 

5-6-2.4 発送する同じ週の木曜日着指定で大阪大学の眼科研究室（臨床研究棟 4 階）に

輸送する。 

 

5-6-3 他施設から大阪大学への凍結細胞の輸送（ドライアイス使用の場合） 

5-6-3.1 緊急での輸送が必要な場合、ドライアイスで凍結細胞を梱包して大阪大学へ輸

送する。 

5-6-3.2 発泡スチロール容器にドライアイスを 5kg 程度砕いて入れる。（ドライアイ

スの量は、容器の大きさや輸送日数によって調整する） 

5-6-3.3 凍結細胞アンプルをドライアイスの底、または真中に埋めるように梱包する。

ドライアイスの上には置かないこと。 

5-6-3.4 発砲スチロール容器を封じ、冷凍便などを利用して大阪大学の眼科研究室（臨

床研究棟 4 階）に輸送する。輸送の際は到着日と時間を指定し、事前に大阪大

学の担当者へ連絡をしておく。 
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5-7 凍結細胞の受入 

5-7-1 凍結細胞受入の準備（本作業は、クライオライブラリー室内で行う） 

5-7-1.1 アルミビーズをアルミ容器に入れ、受け入れの 1 日前から-80℃冷凍庫に入れ

ておく。 

5-7-1.2 -80℃冷凍庫からアルミビーズ入り容器を取出し、発砲スチロール容器の中へ

入れる。 

5-7-1.3 アルミビーズ入り容器にフタをした状態で、発砲スチロール容器の中へ液体窒

素を注ぐ（アルミ容器の中央程度の高さまで注ぐ）。 

（イメージ図） 

5-7-1.4 アルミビーズが十分に冷えるまで、15 分程待つ。液体窒素が減ってきたら追

加する。 

5-7-1.5 クライオライブラリーの電源を ON にし、照明を ON にする。 

 

5-7-2 仮登録（詳細は「検体管理ソフトウェア SampleConductorPro for CryoLibrary 

簡易マニュアル」参照） 

5-7-2.1 PC を起動し、ラベルプリンターBMP51 の電源を ON にする。 

5-7-2.2 「SampleConductorPro」を立ち上げる。 

5-7-2.3 サンプル登録ボタンをクリックし、サンプル登録を行う。 

5-7-2.4 ラベル印刷を行いたいサンプルを選択し、右クリックして「ラベルを印刷」を

選択する。 

5-7-2.5 「印刷」ボタンをクリックし、ラベル印字を実行する。 

5-7-2.6 ドライシッパー、あるいはドライアイスで梱包された凍結細胞を取出し、アン

プルの破損や融解がないかをすばやく確認する。 

5-7-2.7 発行されたラベルを間違えないように該当チューブ側面に巻きつけて貼る（ラ

ベルは出来るだけチューブの上側に貼ること。右下がりに貼ると貼りやすい。

最低 2mm オーバーラップさせること）。 

ラベルを貼ったチューブは十分に冷えたアルミビーズの中へ深く差しておく。 
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5-7-2.8 クライオライブラリーに収納したいサンプルを選択し、右クリックして「クラ

イオライブラリー予約」を選択し、クライオライブラリー登録用ワークリスト

の登録を完了する。 

5-7-2.9 ワークリスト管理画面タブを開き、希望のリストを選択して「ワークリスト印

刷」を選択すると、レシートプリンタから登録用ワークリストが印刷される

（印刷初回は印刷ボタンをクリックしてもすぐに印刷されないため、印刷ボタ

ンを何度もクリックせずに待つこと）。 

 

5-7-3 サンプル入庫予約（詳細は「クライオライブラリー取扱説明書（ダイジェスト

版）」参照） 

5-7-3.1 PC の電源を入れ、クライオライブラリーソフトウェアを立ち上げる。 

5-7-3.2 メイン画面から「新規入庫命令予約」を選択し、作業者コードを入力して作業

者確認を選択する。 

5-7-3.3 新規入庫命令の予約画面が開いたら、バーコードリーダーを使用して印刷した

ワークリストの作業者バーコードを読み取り、「サンプル名」と「ロット

No.」の項目に入力する。 

ケーンと段を指定してサンプル入庫を行いたい場合は、予約画面の「新規指定

入庫」を選択する（5-7.3.6 項へ進む） 

5-7-3.4 アンプル数をワークリストの登録サンプル数と同数を入力する。 

5-7-3.5 「空検索」ボタンをクリックして空きケーン情報を取得し、「命令確定」ボタ

ンをクリックする。 

5-7-3.6 アンプル ID 項目にカーソルを移動し、ワークリストのバーコードを 1 つずつ

読み取ってデータを登録し「アンプル登録」をクリックする。 

「新規指定入庫」を選択した場合は、入庫したいケーンと段も入力して「アン

プル登録」をクリックする。 

5-7-3.7 すべてのサンプルを登録し終わったら、「予約登録」ボタンをクリックする。

すぐにクライオライブラリーへの収納を実行する場合は「予約実行」をクリッ

クする。（「予約実行」を選択した場合は 5-7.4.2 項へ進む） 

 

5-7-4 サンプル入庫（詳細は「クライオライブラリー取扱説明書（ダイジェスト版）」

参照） 

読取不可 適切 

ラベルを上下逆に貼ったり、下側に貼り付けて

バーコードがカップに被ると読み取りができな

いため適切な位置に貼ること。 
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5-7-4.1 メイン画面から「予約命令の実行開始」を選択し、作業者コードを入力して作

業者確認を選択する。 

5-7-4.2 実行 JOB の選択ウィンドウから JOB を選択する。 

5-7-4.3 「実行開始」ボタンをクリックし、「実行を操作してください」の表示が出た

ら、サンプルをアルミビーズの中に入れたままクライオライブラリー本体前ま

で持参する。 

5-7-4.4 本体液晶パネルの点滅している「実行」ボタンを押す。ロボットが動作し指定

されたケーンをパスボックス位置まで移動する。 

5-7-4.5 ロボットの動きが停止することを確認し、液晶パネルに「作業可能」と表示さ

れたら、パスボックスの扉を開けてサンプルを所定のケーン位置へセットする。 

5-7-4.6 パスボックスの扉を閉め、液晶パネルの「完了」ボタンを押してから「実行」

ボタンを押す。 

収納数分だけ、5-7-4.5 と 5-7-4.6 の作業を繰り返す。 

5-7-4.7 ロボットが目的ケーンを凍結保存容器に入庫する。元の位置にケーンが入庫さ

れたことを確認する。 

5-7-4.8 一連の操作が正常終了することを確認する。 

 

5-8 サンプルの出庫 

5-8-1 出庫の準備（必要時） 

5-8-1.1 アルミビーズをアルミ容器に入れ、出庫の 1 日前から-80℃冷凍庫に入れてお

く。 

5-8-1.2 -80℃冷凍庫からアルミビーズ入り容器を取出し、発砲スチロール容器の中へ

入れる。 

5-8-1.3 アルミビーズ入り容器にフタをした状態で、発砲スチロール容器の中へ液体窒

素を注ぐ（アルミ容器の中央程度の高さまで注ぐ）。 

5-8-1.4 アルミビーズが十分に冷えるまで、15 分程待つ。液体窒素が減ってきたら追

加する。 

 

5-8-2 サンプル出庫予約（詳細は「クライオライブラリー取扱説明書（ダイジェスト

版）」参照） 

5-8-2.1 クライオライブラリーの電源を ON にし、照明を ON にする。 

5-8-2.2 PC の電源を入れ、クライオライブラリーソフトウェアを立ち上げる。 

5-8-2.3 メイン画面から「出庫命令の予約」を選択し、作業者コードを入力して作業者

確認を選択する。 
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5-8-2.4 出庫命令の予約画面が開いたらアンプル ID 項目にカーソルを移動し、ワーク

リストから出庫したいサンプルのバーコードを読み取ってアンプル ID を入力

する 

5-8-2.5 表示された情報が出庫したいサンプルと一致することを確認し、「出庫登録」

ボタンをクリックする。出庫したいサンプルが複数ある場合は、5-8.2.3 と 5-

8.2.4 の作業を出庫数分繰り返す。 

5-8-2.6 すべてのサンプルを登録し終わったら、「予約登録」ボタンをクリックする。

すぐに出庫を実行する場合は「予約実行」をクリックする。（「予約実行」を

選択した場合は 5-8-3.2 項へ進む） 

 

5-8-3 サンプル出庫（詳細は「クライオライブラリー取扱説明書（ダイジェスト版）」

参照） 

5-8-3.1 メイン画面から「予約命令の実行開始」を選択し、作業者コードを入力して作

業者確認を選択する。 

5-8-3.2 実行 JOB の選択ウィンドウから JOB を選択する。 

5-8-3.3 「実行開始」ボタンをクリックし、「実行を操作してください」の表示が出た

ら、クライオライブラリー本体前まで移動する。 

5-8-3.4 本体液晶パネルの点滅している「実行」ボタンを押す。ロボットが動作し目的

ケーンをパスボックス位置まで移動する。 

5-8-3.5 ロボットの動きが停止することを確認し、液晶パネルに「作業可能」と表示さ

れたら、パスボックスの扉を開けてサンプルを所定のケーン位置から取り出す。 

5-8-3.6 パスボックスの扉を閉め、液晶パネルの「完了」ボタンを押してから「実行」

ボタンを押す。 

出庫数分だけ、5-7.3.5 と 5-7.3.6 の作業を繰り返す。 

5-8-3.7 ロボットが目的ケーンを凍結保存容器に入庫する。元の位置にケーンが入庫さ

れたことを確認する。 

5-8-3.8 一連の操作が正常終了することを確認する。 

 

5-9 クライオライブラリーと検体ソフトウェア SampleConductorPro とのデータ同期 

① 起動時自動同期 

SampleConductorPro が起動した際に、自動的にクライオライブラリーデータ

ベースに接続し、更新済データを同期する。 

② 手動処理 

SampleConductorPro ソフトウェアのボトムエリアにある「クライオライブラ

リ同期」ボタンをクリックすると、手動でクライオライブラリーデータベース

のデータを同期する。 
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6. 緊急時の対応 

停電など緊急時の対応については「クライオライブラリー緊急時対応マニュアル」を参

照。 

緊急時パターン 

〈1〉 ケーンを掴んでいる時にピッキングマシンが止まった時 

〈2〉 ケーンを掴んでいる時にピッキングマシンが止まり、ピッキングマシンが邪魔で

ケーンが戻せない場合 

〈3〉 アンプルが装置内に落下した場合 

また、その他の異常時の対応については、「クライオライブラリー取扱説明書（ダイジ

ェスト版）」の「6.異常時の対処（P.11）」を参照。 

・電磁弁稼働異常による、クライオライブラリーへの液体窒素供給エラー時の対応 

1） 液面監視装置のリセットボタンを押す。画面に何も表示されていない場合は、画面

をタッチして表示させる。 

2） クライオライブラリー本体側のレベルマスターのスイッチを一旦 OFF にし、ON

に戻す。 

3） 自動供給が開始されたことを確認する。(供給が開始するまで 10 分ほどかかる) 

 

対応できない異常については「緊急連絡体制表」の該当場所に連絡する。 
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添付書類 

1） エントリーシート 

2） 輸送前チェックシート 

3） クロネコヤマト宅急便の全国配送日程図 

4） 仮登録から細胞保存までのフローチャート 
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申請日

機関名 部署名

住　所 TEL

担当者 E-mail

発送予定日

阪大記入欄

サンプルID

匿名化番号 　　　号機　使用ケーンNo. 　　　－　

または識別ID
阪大記入欄

サンプルID

匿名化番号 　　　号機　使用ケーンNo. 　　　－　

または識別ID
阪大記入欄

サンプルID

匿名化番号 　　　号機　使用ケーンNo. 　　　－　

または識別ID

受取希望日 希望本数 　　　　　本

受取希望日

　***　大阪大学からのドライシッパーの発送は毎週水曜のみで翌日（木曜日）または翌々日（金曜日）に到着予定です。

その他特記事項

本状の送付先　：　本状を添付の上、以下の3人の担当者全員宛に電子メールで申請をお願い致します。

大阪大学大学院医学系研究科眼科学　〒565-0871 吹田市山田丘２－２　TEL: 06-6210-8388 FAX: 06-6210-8387

川崎　諭　 E-mail: skawasaki@ophthal.med.osaka-u.ac.jp

本田　愛 E-mail: yuki.kobayashi@ophthal.med.osaka-u.ac.jp

小林　由紀 E-mail: ai.honda@ophthal.med.osaka-u.ac.jp

受領日：　　　　年　　　　月　　　　日

保存担当者 　 備　考

登録・入庫

受取状況 凍結サンプル

　　　　　　　年　　　　　　月　　　　 　日

ドライシッパー（輸送用液体窒素保管容器）の発送について

　    　  年　　　月　　　日（金曜日）まで

　　　　　本

サンプル本数 　　　　　本

サンプル本数 　　　　　本

手術日 　　　　　　　年　　　　　　月　　　　 　日

サンプル本数

大阪大学記入欄

保存サンプル専用チューブについて

　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

　*　ドライシッパーの低温保持限界があるため、大阪大学に木曜日到着必須となっております。よって、同週の月、火、水曜日のいずれの日程かで
発送完了をお願い致します。

　**　クライオライブラリーでのサンプル保存に使用する凍結チューブは、CORNING 2mL interna l  threded PP cryogenic v i a l  (cat#
430488)  のみを使用し、その他のチューブでの凍結保存登録は受付不可とする。原則、大阪大学より希望本数を事前に郵送致します。

再生医療治療に用いる体性幹細胞・iPS細胞ストック登録申請書（仮）

　　　　　　　年　　　　　　月　　　　 　日

手術日 　　　　　　　年　　　　　　月　　　　 　日

手術日 　　　　　　　年　　　　　　月　　　　 　日

登録サンプルに関する情報 　　　　　　　　年　　　　　月　　　　日

特に指定しません。

同製品を貴施設で準備します。

異常なし 異常あり
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 大阪大学 
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輸送前チェックシート 

確認者名：                
 

 チェック内容 チェック欄 
1 チューブは指定のチューブを使用していますか？ 

（CORNING 2mL internal threded PP cryogenic vial (cat# 430488)） 
 

2 申請書に記入した匿名化番号（あるいは識別 ID）と、凍結チューブに
記入した内容は一致していますか？ 

 

3 申請書に記入したサンプル本数と一致していますか？  
4 ドライシッパーに鍵はかけましたか？  
5 大阪大学に金曜日までに届きますか？  
6 送り状の内容に間違いはありませんか？  

 

各項目を確認の上、チェック欄にチェックを入れてください。 

すべて確認が終わりましたら、チェックシートをハードケース内に同封して下さい。 
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クライオライブラリー細胞受入の流れ 

 

 

 

 

 

大学、施設からの依頼メール 

（○週間前に依頼） 

エントリーシートの記入・返信 

エントリーシートをメールにて送付 

メール便にてクライオチューブの送付 

（登録記録に郵送日入力） 

クライオチューブの受け渡し 

ドライシッパーの送付 

（ヤマト、水曜・17 時） 

細胞をドライシッパーに入れ送付 

（到着した翌週の月、火、水） 

細胞の受入・登録 

（遅くとも木、金には受入可能） 

ドライシッパーの到着 

（木曜 or 金曜） 

受入先 阪大眼科側 

登録記録に情報を入力 

ドライシッパーの準備 

（火曜・朝～水曜・夕方） 

ドライシッパーの準備 

受入先が外部の場合 

受入先が阪大内部の場合 

【作業内容】 

ドライシッパーの受け渡し 

（保存日前日 or 当日） 

細胞をドライシッパーに入れ 

CL 部屋へ持参 

細胞の受入・登録 


